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■給湯器凍結破損時等修理費用補償特約■

＜用語の定義＞ 
この特約において使用される次の用語は、それぞれ次の定義によります。 

 用 語    定 義  
普通保険約款 家財総合保険普通保険約款をいいます。  
借用住宅 

修理費用 損害発生直前の状態に復旧するために必要な費用をいいます。 

被保険者が借用して居住する保険証券記載の住宅をい
い、これに付属する物置、車庫その他の付属建物を含
み、専ら職務の用に供されている部分がある場合はその
部分を除きます。

第１条（特約の適用）
この特約は、保険証券にこの特約を適用する旨が記載されている場合に適
用します。なお、この特約は、修理費用補償特約が付帯されている場合に
限り、付帯することができます。

第２条（修理費用保険金を支払う場合）
（１）当会社は、借用住宅に次のいずれかに該当する損害が生じた場合に
おいて、被保険者がその貸主との間で締結した賃貸借契約等の契約に基づ
きまたは緊急的に、自己の費用でこれを修理したときは、その修理費用に
対して、修理費用保険金を支払います。ただし、賠償責任補償特約により
借家人賠償責任保険金が支払われる場合を除きます。
①凍結より生じた借用住宅の給湯器の損害（注１）
②凍結より生じた借用住宅の便器(注２)の損害（注１）
（注１）凍結による破損または凍結による使用不能状態をいいます。
（注２）便器に付属する給水ホース、給水タンク、手洗吐水口を含みます。
 (２)当会社が、（１）の修理費用保険金として支払うべき額は、被保険者
が実際に支出した修理費用の額とします。ただし、１回の事故につき、
（１）①および②の損害の合計で30万円を限度とします。

第３条（修理費用保険金を支払わない場合）
修理費用補償特約第３条（修理費用保険金を支払わない場合）(１)の規定
は、前条の修理費用保険金について準用します。

第４条（準用規定）
この特約に定めのない事項については、この特約の趣旨に反しないかぎ
り、普通保険約款、修理費用補償特約および普通保険約款に付帯される他
の特約の規定を準用します。
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■死亡事故時修理費用補償拡大特約■

＜用語の定義＞ 
この特約において使用される次の用語は、それぞれ次の定義によります。 

 用 語    定 義  
普通保険約款 家財総合保険普通保険約款をいいます。  

 修理費用 損害発生直前の状態に復旧するために必要な費用をいいます。

第１条（特約の適用）
この特約は、保険証券にこの特約を適用する旨が記載されている場合に適
用します。なお、この特約は、修理費用補償特約および被保険者死亡時に
おける借家人賠償責任補償に関する特約が付帯されている場合に限り、付
帯することができます。

第２条（修理費用に対する支払限度額の変更）
この特約が付帯された場合には、修理費用補償特約および被保険者死亡時に
おける借家人賠償責任補償に関する特約における被保険者死亡による修理費
用に対する支払限度額を次のとおり読み替えて各特約の規定を適用します。
①修理費用補償特約第２条(修理費用保険金を支払う場合)(２)

　とあるのを

　と読み替える。
②被保険者死亡時における借家人賠償責任補償に関する特約第５条（借家
　人賠償責任保険金の支払額および支払限度額）(１)

　とあるのを

　　と読み替える。

第３条（準用規定）
この特約に定めのない事項については、この特約の趣旨に反しないかぎ
り、普通保険約款、修理費用補償特約、被保険者死亡時における借家人賠
償責任補償に関する特約および普通保険約款に付帯される他の特約の規定
を準用します。

区　分 限度額

(１)②の場合 30万円

区　分 限度額

(１)②の場合 70万円

事故の種類 支払限度額

第２条(借家人賠償責任保険金を支払う場合)(１)①の
修理費用に対する損害賠償責任

１回の事故につき30万円

事故の種類 支払限度額

第２条(借家人賠償責任保険金を支払う場合)(１)①の
修理費用に対する損害賠償責任

１回の事故につき70万円
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